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福音書からのメッセージ 

 

わたしは、平和をあなたがたに残し、わた

しの平和を与える。わたしはこれを、世が

与えるように与えるのではない。心を騒が

せるな。おびえるな。 

（ヨハネによる福音書 14 章 27 節） 

 

「心を騒がせるな、おびえるな」。この

イエス様の言葉は、「強くありなさい。不

安など吹き飛ばしてしまいなさい」という

命令のように聞こえてしまうことがある

かもしれません。でも、それだけではあり

ません。 

今日の箇所はヨハネ福音書の 14 章の場

面であり、イエス様が十字架につけられる

直前の出来事です。そのせっぱ詰まった状

況で、弟子たちに最後の説教を語られまし

た。 

わたしを愛する人は、わたしの言葉を守

る。わたしの父はその人を愛され、父とわ

たしとはその人のところに行き、一緒に住

む。 

それがイエス様の語られた言葉でした。

イエス様の言葉を守るとは、イエス様が生

きたように生き、イエス様が愛したように

愛することです。イエス様は、人々に見捨

てられ、もう歩くことすらできなくなった

人のそばにおられました。また病気や職業

のために、人々から疎外され、孤独のうち

にあった人のそばに寄り添いました。けれ

どもそれは、聖書に書かれた過去の出来事

ではありません。今このときにも、イエス

様はわたしたちの間で、また悲しみ、苦し

みの中にある人たちの間で、働かれ、一人

ひとりを愛しておられるのです。 

しかしイエス様のように生きていこう

と思っても、とても難しいことなのです。

わたしたちは果たして、そのように歩むこ

とができるのでしょうか。 

人間は本当

に弱い存在で

す。わたしは

思います。自

分の力だけで、

神さまの前に

正しい者にな

れることなど

ないと。世界

中どこを探し

ても、神さま

の前に完全な

人などいない

のです。 

だからこそ、十字架の前に伝える必要が

あったのです。自分が離れて行ったとして

も、わたしはあなたがたに聖霊を与える。

だから心を騒がせるな、おびえるなと。 

イエス様が約束された聖霊は、わたした

ちにすべてのことを教え、イエス様が話し

たことをことごとく思い起こさせてくれ

ます。聖霊がわたしたちの元で、イエス様

の愛の行為を思い起こさせてくれるので

す。だからわたしたちがどのような者でも、

聖霊の力によってわたしたちはイエス様

に倣う者へと変えられていくのです。 

わたしたちは時に、心を騒がせ、おびえ

ます。仕方のないことです。でもそのとき

にこそ、イエス様がわたしたちに聖霊を与

え、わたしたちと共にいて下さり、一緒に

住んでくださるという約束を信じて、歩ん

で行きたいと思います。 
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